
講 師 : 日 本 相 談 支 援 専 門 員 協 会 顧 問  福 岡

障 が い 者 の 重 度 化 , 高 齢 化 や 親 亡 き 後 を 見 据 え 、 必 要 な 機

能 を 備 見 た 地 域 生 活 支 援 拠 点 の 整 備 が 急 が れ て い ま す。

外 見 か ら は 困 り 感 が わ か り に く い 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム の 人

た ち が 安 心 して 地 域 生 活 を 送 る た め に は 、 ど ん な 支 援 が 必 要

な の か 、 ソ フ ト、 ハ ー ド両 面 か ら 考 え る 必 要 が あ り ま す 。

こ れ ら に つ い て 先 駆 的 な 取 り 組 み を 行 っ て い 感 福 岡 氏 を 講

師 に お 迎 え し、 体 験 談 と 今 後 の 地 域 生 活 支 援 拠 点 に つ い て お

話 い た だ き ま す 。

神 奈 川 県 自 閉 症 児 • 者 親 の 会 連 合 会

5 0 周 年 記 念 事 業 記 念 講 演 会

地 域 で 暮 ら す 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム ( A S D )

～ 求 め ら れ る 地 域 生 活 支 援 と は ～

20 18年6 月 1 7 日 ( 日 )

1 3 :0 0 ^ 1 3 :3 0  5 0 痛 年 記 念 式 典

1 3 :3 0 - 1 3 :4 0 ^  憩 '

13 :4 0 - 1 6 :0 0 総 会 記 念 講 演 会

(1 2 :3 0 開 場 ) ～

« 申 ズ み 罷 » ー

⑴ Q R コ ー ドか ら 専 用 フ ォ ー ム で 申 込 み  マ ^ ^

(2 ) FA X で 申 込 み ( 申 込 用 紙 裏 面 )

« 場 所 »
・ 詳 し く は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い

厚 木 市 保 健 福 祉 セ ン タ ー
6 階 ホ ー ル

« 問 合 せ »

メ ー ノレ : a t s u g iy a m a b i k o @ g m a ]L c o n i

〒 2 43 - 0 0 1Q 原 木 市 中 町 & 4 * 1 ま た は 裏 面 の FA X 番 号 ま で

小 田 急 線 本 厚 木 駅 東 口 よ り 徒 歩 5 分 ・ 要 約 筆 記 あ り

主  催 : 神 奈 川 県 自 閉 症 児 • 者 親 の 会 連 合 会 / 厚 木 市 自 閉 症 児 • 者 親 の 会

後 援 ( 予 定 ) : 神 奈 川 県 、 神 奈 川 県 教 育 委 員 会 、 神 奈 川 県 社 会 福 祉 協 議 会

:木 市 社 会 福 祉 協 議 会 »  I

イ オ ン 厚 木 店 、 厚 木 バ ス セ ン タ ー 奥 ・ 厚 木 市 保 健 福 祉 セ ン タ ー 駐 車 場 は 、 障 が い の あ る

方 の み 駐 車 で き ま す が 、 台 数 が 限 ら れ ま す 。 公 共 交

通 機 関 を ご 利 用 の う え 、 ご 来 場 く だ さ い

・ 保 育 は あ り ま せ ん


